
　
【表紙】 　

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】  東海財務局長

【提出日】 平成23年11月11日

【四半期会計期間】 第73期第２四半期(自  平成23年７月１日  至  平成23年９月30日)

【会社名】 東洋電機株式会社

【英訳名】 TOYO ELECTRIC CORPORATION

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　松尾　康男

【本店の所在の場所】 愛知県春日井市味美町２丁目156番地

（上記は登記上の本店所在地であり、本社業務は下記において行っており

ます。）

【電話番号】 ―

【事務連絡者氏名】 ―

【最寄りの連絡場所】 愛知県春日井市神屋町字引沢１番39（本社事務所）

【電話番号】 （0568）88―1700（代表）

【事務連絡者氏名】 取締役管理本部経理部長　松尾　昇光

【縦覧に供する場所】 本社事務所

　 (愛知県春日井市神屋町字引沢１番39)

　 株式会社名古屋証券取引所

　 (名古屋市中区栄三丁目８番20号)

　

EDINET提出書類

東洋電機株式会社(E02028)

四半期報告書

 1/24



第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第72期
第２四半期
連結累計期間

第73期
第２四半期
連結累計期間

第72期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 3,566,402 3,699,317 7,635,856

経常利益 (千円) 65,684 168,247 332,410

四半期(当期)純利益又は四半期
純損失（△）

(千円) △1,087 103,496 175,064

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △38,934 94,988 126,629

純資産額 (千円) 4,587,759 4,602,489 4,543,117

総資産額 (千円) 8,809,466 8,907,599 9,127,890

１株当たり四半期(当期)
純利益金額又は四半期純損失　金
額（△）

(円) △0.11 12.00 19.16

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 51.2 50.7 48.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 24,382 146,207 164,521

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △43,592 △118,436 △55,761

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △87,376 △116,952 △246,190

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 963,393 839,314 928,098

　

回次
第72期
第２四半期
連結会計期間

第73期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 4.04 5.82

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第72期及び第73期第２四半期連結累計期

間については潜在株式が存在しないため、第72期第２四半期連結累計期間については、１株当たり四半期純損

失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第72期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。
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２ 【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子

会社）が判断したものであります。

(1)業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災によって悪化した市況が持ち直しに転

じているものの、円高の進行、海外景気の鈍化など輸出環境が悪化しつつあり、依然として先行きが不透明

な状況で推移いたしました。

生産設備支援業種としての当電気機器業界におきましては、半導体業界など一部の業種における設備投

資の持ち直しや震災に係わる復旧・復興需要の動きが見られたものの、総じて厳しい受注環境で推移いた

しました。

このような状況のもと、当社グループは中国、東南アジア圏を中心とした海外市場への拡販や、国内顧客

への新規・深耕開拓に取り組んだ結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は3,699百万円（前年同四半期

比3.7％増）となりました。

利益面につきましては、原価低減に向けた活動や経費抑制を継続し、営業利益は158百万円（前年同四半

期比211.5％増）、経常利益は168百万円（前年同四半期比156.1％増）、四半期純利益は法人税等合計58百

万円などを計上したことにより、103百万円（前年同四半期は四半期純損失1百万円）となりました。

各セグメントごとの業績は以下の通りであります。

①国内制御装置関連事業

エンジニアリング部門につきましては、配電盤分野、印刷制御装置分野および搬送制御装置分野が減少し

たことなどにより、当部門の売上高は998百万円（前年同四半期比15.4％減）となりました。

機器部門につきましては、海外需要の増加などによる空間光伝送装置分野およびセンサ分野が増加した

ことなどにより、当部門の売上高は1,003百万円（前年同四半期比3.4％増）となりました。

変圧器部門につきましては、半導体業界向け乾式変圧器や受配電用乾式変圧器が伸長したこと、また震災

に係る復旧・復興需要が発生したことなどにより、当部門の売上高は970百万円（前年同四半期比22.7％

増）となりました。

以上の結果、国内制御装置関連事業の売上高は2,972百万円（前年同四半期比1.0％増）となり、セグメン

ト利益は134百万円（前年同四半期比63.4％増）となりました。

②海外制御装置関連事業

海外制御装置関連事業につきましては、日系企業および中国企業向けの受配電盤が伸長したことや中国

現地の日系エレベータ企業向けエレベータセンサの現地生産販売が増加したことなどにより、当事業の売

上高は401百万円（前年同四半期比60.6％増）となり、セグメント利益は38百万円（前年同四半期はセグメ

ント損失19百万円）となりました。
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③建材関連事業

建材関連事業につきましては、公共設備投資抑制の影響を受けたことなどにより、当事業の売上高は70百

万円（前年同四半期比23.9％減）となり、セグメント損失は0百万円（前年同四半期はセグメント利益4百

万円）となりました。

④樹脂関連事業

樹脂関連事業につきましては、震災による自動車業界からの需要が低迷したことなどにより、当事業の売

上高は254百万円（前年同四半期比9.6％減）となりましたが、セグメント利益は原価低減活動および経費

抑制などにより1百万円（前年同四半期比61.5％増）となりました。

　
(2)財政状態の分析

①資産の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ220百万円減少し、8,907百万円となり

ました。

これは主に、たな卸資産が274百万円増加したものの、受取手形及び売掛金の減少390百万円などにより流

動資産が146百万円減少したこと、また、有形固定資産の減少43百万円など固定資産が73百万円減少したこ

となどによるものであります。

②負債の分析

負債は、前連結会計年度末に比べ279百万円減少し、4,305百万円となりました。　

これは主に、未払法人税等の減少78百万円および支払手形及び買掛金の減少43百万円などにより流動負

債が207百万円減少したこと、また、長期借入金の減少67百万円など固定負債が71百万円減少したことなど

によるものであります。

③純資産の分析

純資産は、前連結会計年度末に比べ59百万円増加し、4,602百万円となりました。

これは主に、利益剰余金の増加69百万円などによるものであります。

　
(3)キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、839百万円となり

前連結会計年度末に比べ88百万円減少（9.6％減）となりました。　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、得られた資金は146百万円（前年同四半期比499.6％増）となりました。

これは主に、たな卸資産の増加273百万円および法人税等の支払額123百万円など減少要因はあったもの

の、売上債権の減少393百万円、税金等調整前四半期純利益168百万円および減価償却費93百万円などによる

ものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、使用した資金は118百万円（前年同四半期比171.7％増）となりました。

これは主に、定期預金の払戻による収入49百万円など増加要因はあったものの、定期預金の預入による支

出127百万円および有形固定資産の取得による支出41百万円などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）　

財務活動の結果、使用した資金は116百万円（前年同四半期比33.8％増）となりました。

これは主に、長期借入れによる収入70百万円の増加要因はあったものの、長期借入金の返済による支出

123百万円および配当金の支払額34百万円などによるものであります。
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(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及

び新たに生じた課題はありません。

　
(5)研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は31百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありませ

ん。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 18,000,000

計 18,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成23年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成23年11月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,388,950同左
名古屋証券取引所
（市場第二部）

単元株式数1,000株

計 9,388,950同左 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年７月１日～　
平成23年９月30日

― 9,388,950 ― 1,037,085 ― 857,265

　

(6) 【大株主の状況】

　 　 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

松尾隆徳 愛知県名古屋市西区 946 10.07

東洋電機従業員持株会 愛知県春日井市神屋町字引沢１－39 626 6.67

株式会社商工組合中央金庫 東京都中央区八重洲２－10－17 465 4.95

株式会社百五銀行 三重県津市岩田21－27 428 4.55

松尾康男 愛知県春日井市 405 4.31

東洋電機取引先持株会 愛知県春日井市神屋町字引沢１－39 396 4.21

有限会社城西 愛知県名古屋市西区城西２－16－６ 375 3.99

トーヨーテクノ株式会社 愛知県春日井市美濃町２－230 289 3.08

第一生命保険株式会社
（常任代理人　資産管理サービス
信託銀行株式会社）

東京都千代田区有楽町１－13－１
（東京都中央区晴海１－８－12）

250 2.66

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１－６－６ 250 2.66

計 ― 4,431 47.20

(注) 上記のほか当社所有の自己株式773千株（8.23％）があります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式　773,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式8,576,000 8,576 ―

単元未満株式 普通株式　 39,950 ― ―

発行済株式総数 9,388,950― ―

総株主の議決権 ― 8,576 ―

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
東洋電機株式会社

愛知県春日井市味美町２-156 773,000― 773,000 8.23

計 ― 773,000― 773,000 8.23

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成23年７月１日

から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年９月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,625,822 1,615,039

受取手形及び売掛金 3,373,563 2,983,250

商品及び製品 208,500 297,500

仕掛品 469,928 582,118

原材料及び貯蔵品 424,018 497,110

繰延税金資産 95,895 86,980

その他 56,043 43,784

貸倒引当金 △1,748 △352

流動資産合計 6,252,024 6,105,433

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 527,253 512,231

土地 1,109,287 1,109,287

その他（純額） 292,080 263,723

有形固定資産合計 1,928,622 1,885,242

無形固定資産

土地使用権 173,154 172,829

その他 98,544 86,563

無形固定資産合計 271,698 259,392

投資その他の資産

投資有価証券 346,012 315,073

繰延税金資産 184,519 196,003

その他 150,966 151,323

貸倒引当金 △5,953 △4,870

投資その他の資産合計 675,545 657,531

固定資産合計 2,875,865 2,802,166

資産合計 9,127,890 8,907,599

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,465,041 1,421,659

短期借入金 1,223,242 1,213,242

未払法人税等 122,447 43,602

賞与引当金 159,631 130,174

その他 274,397 228,390

流動負債合計 3,244,759 3,037,068

固定負債

長期借入金 599,056 531,852

長期未払金 75,834 72,853
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

繰延税金負債 6,160 6,160

退職給付引当金 455,494 455,240

役員退職慰労引当金 136,485 136,285

その他 66,982 65,648

固定負債合計 1,340,013 1,268,041

負債合計 4,584,772 4,305,109

純資産の部

株主資本

資本金 1,037,085 1,037,085

資本剰余金 857,360 857,370

利益剰余金 2,732,266 2,801,284

自己株式 △175,832 △176,980

株主資本合計 4,450,879 4,518,760

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 39,591 20,972

為替換算調整勘定 △25,666 △22,533

その他の包括利益累計額合計 13,925 △1,561

少数株主持分 78,312 85,290

純資産合計 4,543,117 4,602,489

負債純資産合計 9,127,890 8,907,599
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

売上高 3,566,402 3,699,317

売上原価 2,623,860 2,653,105

売上総利益 942,542 1,046,211

販売費及び一般管理費

運賃及び荷造費 49,019 52,433

給料手当及び賞与 275,093 286,553

賞与引当金繰入額 34,194 54,619

退職給付費用 18,247 18,147

役員退職慰労引当金繰入額 7,331 2,464

福利厚生費 73,684 81,253

旅費及び交通費 40,125 38,136

減価償却費 27,123 27,895

賃借料 27,139 25,316

技術研究費 26,185 31,490

その他 313,416 269,114

販売費及び一般管理費合計 891,560 887,425

営業利益 50,982 158,786

営業外収益

受取利息 1,994 1,497

受取配当金 8,701 9,669

受取賃貸料 9,477 9,221

助成金収入 2,099 －

雑収入 13,453 8,772

営業外収益合計 35,725 29,161

営業外費用

支払利息 15,143 13,658

不動産賃貸原価 5,655 5,517

雑損失 225 524

営業外費用合計 21,023 19,700

経常利益 65,684 168,247

特別利益

固定資産売却益 16 4,437

貸倒引当金戻入額 234 －

特別利益合計 251 4,437

特別損失

固定資産除却損 206 4,527

投資有価証券売却損 34 －

投資有価証券評価損 4,588 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 42,472 －

特別損失合計 47,302 4,527
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(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

税金等調整前四半期純利益 18,633 168,157

法人税、住民税及び事業税 19,441 48,337

法人税等調整額 4,469 10,051

法人税等合計 23,910 58,389

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△5,277 109,768

少数株主利益又は少数株主損失（△） △4,190 6,271

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,087 103,496
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△5,277 109,768

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △20,494 △18,619

為替換算調整勘定 △13,162 3,839

その他の包括利益合計 △33,656 △14,780

四半期包括利益 △38,934 94,988

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △32,321 88,010

少数株主に係る四半期包括利益 △6,612 6,978
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 18,633 168,157

減価償却費 109,737 93,943

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 42,472 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △234 △2,479

賞与引当金の増減額（△は減少） △29,862 △29,457

退職給付引当金の増減額（△は減少） △10,703 △253

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △3,545 △199

受取利息及び受取配当金 △10,695 △11,166

支払利息 15,143 13,658

投資有価証券評価損益（△は益） 4,588 －

売上債権の増減額（△は増加） 36,981 393,034

たな卸資産の増減額（△は増加） △111,481 △273,115

その他の流動資産の増減額（△は増加） 6,443 13,920

仕入債務の増減額（△は減少） 29,562 △45,869

その他の流動負債の増減額（△は減少） 3,407 △46,155

その他 △1,372 △823

小計 99,073 273,194

利息及び配当金の受取額 10,690 10,623

利息の支払額 △15,418 △14,433

法人税等の支払額 △69,962 △123,177

営業活動によるキャッシュ・フロー 24,382 146,207

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △56,623 △127,440

定期預金の払戻による収入 77,439 49,920

投資有価証券の取得による支出 △302 △301

有形固定資産の取得による支出 △37,697 △41,963

有形固定資産の売却による収入 109 5,128

無形固定資産の取得による支出 △24,877 △450

その他 △1,640 △3,330

投資活動によるキャッシュ・フロー △43,592 △118,436

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 60,000 △24,000

長期借入れによる収入 － 70,000

長期借入金の返済による支出 △106,828 △123,204

配当金の支払額 △37,495 △34,481

その他 △3,052 △5,267

財務活動によるキャッシュ・フロー △87,376 △116,952

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2,751 399

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △109,337 △88,783
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

現金及び現金同等物の期首残高 1,072,730 928,098

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 963,393

※
 839,314
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【追加情報】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成23年９月30日）

受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

受取手形割引高 ―

受取手形裏書譲渡高 33,248千円

 

受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

受取手形割引高 120,000千円

受取手形裏書譲渡高 7,113千円

 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、

次の通りであります。

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

現金及び預金 1,658,301千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △694,908千円

現金及び現金同等物 963,393千円

　

現金及び預金 1,615,039千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △775,724千円

現金及び現金同等物 839,314千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月22日
定時株主総会

普通株式 37,486 4 平成22年３月31日 平成22年６月23日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年11月４日
取締役会

普通株式 37,479 4 平成22年９月30日 平成22年12月２日 利益剰余金

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月24日
定時株主総会

普通株式 34,478 4 平成23年３月31日 平成23年６月27日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年11月７日
取締役会

普通株式 34,461 4 平成23年９月30日 平成23年12月２日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

国内制御装
置関連事業

海外制御装
置関連事業

建材関連　
事業

樹脂関連　
事業

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 2,941,859250,28292,251282,0103,566,402― 3,566,402

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

102,134170,353 ― ― 272,487△272,487 ―

計 3,043,993420,63592,251282,0103,838,890△272,4873,566,402

セグメント利益又は損失
（△）

82,498△19,9884,669 1,17168,351△2,666 65,684

（注）１ セグメント利益又は損失（△）の調整額△2,666千円は、セグメント間の取引消去金額であります。
　　　２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

　

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

国内制御装
置関連事業

海外制御装
置関連事業

建材関連　
事業

樹脂関連　
事業

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 2,972,373401,95370,178254,8113,699,317― 3,699,317

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

184,725234,418 ― ― 419,144△419,144 ―

計 3,157,099636,37270,178254,8114,118,461△419,1443,699,317

セグメント利益又は損失
（△）

134,80338,040△905 1,891173,830△5,582168,247

（注）１ セグメント利益又は損失（△）の調整額△5,582千円は、セグメント間の取引消去金額であります。
　　　２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、次の通りであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△） △0円11 銭 12円00銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益又は四半期純損失（△）　　　(千円) △1,087 103,496

    普通株主に帰属しない金額　　　　　　   （千円） ― ―

    普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失（△）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （千円）

△1,087 103,496

    普通株式の期中平均株式数　　　　　　  　(千株) 9,371 8,618

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、当第２四半期連結累計期間については、潜在株式が存在

しないため、前第２四半期連結累計期間については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

　
　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。　
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２ 【その他】

　第７３期（平成23年４月１日から平成24年３月31日まで）中間配当については、平成23年11月７日開催

の取締役会において、平成23年９月30日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次の通り中間

配当を行うことを決議いたしました。

①配当金の総額　　　　　　　34,461千円

②１株当たりの金額　　　　　　　　４円

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日　平成23年12月２日

　

EDINET提出書類

東洋電機株式会社(E02028)

四半期報告書

22/24



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年11月11日

東洋電機株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    谷    口    定    敏    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    杉    原    弘    恭    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東洋
電機株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平
成23年７月１日から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年９
月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連
結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東洋電機株式会社及び連結子会社の平成23年
９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・
フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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